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「今だけ」「自分だけ」は
人の間に壁をつくります
「人をつなぎ」「包み込む」
退公連であり続けたいと思います

　
私
は
、
２
０
０
７
年
の

第
１４
回
全
国
研
修
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
初
日
は
全

体
会
・
分
散
会
で
し
た
。

当
時
の
会
長
下
条
進
一
郎

氏
・
他
役
員
の
方
々
が
出

席
、
各
県
連
の
取
組
や
意

見
交
換
。
今
日
で
も
通
じ

る
分
散
会
で
の
助
言
を
一

つ
紹
介
し
ま
す
●
「
退
公

連
新
聞
に
は
、
国
の
動
向

が
分
か
っ
た
段
階
で
特
集

を
組
ん
で
会
員
皆
が
良
く

わ
か
る
よ
う
に
記
事
に
し

て
い
る
の
で
読
ん
で
ほ
し

い
。時
に
は
仲
間
同
士
で
」

下
条
氏
が
話
さ
れ
た
こ
と

で
す
●
下
条
氏
の
初
任
地

は
北
海
道
。
仕
事
始
め
の

勤
務
先
か
ら
の
帰
途
、
原

野
に
近
い
地
で
道
に
迷
っ

た
。
秋
も
深
く
寒
さ
も
厳

し
く
心
細
く
な
り
近
隣
集

落
の
田
舎
屋
に
一
夜
の
宿

を
願
い
、
快
く
招
き
入
れ

ら
れ
た
。
家
の
囲
炉
裏
の

暖
か
さ
よ
り
「
人
の
心
の

温
も
り
が
嬉
し
か
っ
た
」

と
●「
公
共
に
奉
仕
」「
隣

保
相
助
」「
世
代
を
超
え

て
わ
れ
ら
の
生
活
を
守

る
」
な
ど
を
信
条
と
す
る

日
公
連
●
下
条
進
一
郎
氏

は
、「
人
の
心
の
温
も
り
」

の
分
か
る
人
が
多
く
な
る

事
を
願
っ
て
発
言
さ
れ
た

の
で
は
と
思
う
。
私
は
改

め
て
「
わ
れ
ら
の
信
条
」

を
読
み
直
し
ま
し
た
。

（
Ｋ
・
Ｊ
）

　
日
公
連
・
退
公
連
に
は

「
人
の
た
め
に
、
社
会
の

た
め
に
」
と
い
う
信
条
が

あ
り
ま
す
。
健
康
な
時
も

そ
う
で
な
い
と
き
も
頼
り

に
な
る
組
織
、「
入
っ
て

よ
か
っ
た
」「
会
員
の
誇

り
と
安
心
が
持
て
る
」
団

体
を
目
指
し
て
会
員
の
皆

様
と
共
に
７７
年
間
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
高
齢
化
や
コ
ロ

ナ
禍
、
定
年
制
の
改
変
な

ど
に
よ
り
、会
員
が
減
り
、

組
織
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
各
種
団
体
か

ら
も
会
員
減
少
の
危
機
的

状
況
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
人
々
の
関
心
が「
今
」

と「
私
」が
中
心
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
未
来
を
考
え
、
自
分
と

と
も
に
他
者
を
思
う
こ
と

は
、
自
分
の
子
供
や
孫
の

世
代
の
人
の
こ
と
を
考
え

る
こ
と
で
す
。
自
分
の
現

在
の
関
心
の
あ
り
か
を
変

え
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
。

　
３
月
末
か
ら
４
月
初
め

に
か
け
て
支
部
解
散
の
報

告
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
放

置
は
で
き
な
い
と
、
４
月

に
組
織
委
員
会
、
６
月
に

は
全
国
組
織
部
長
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
織
部
長
会
で
は
、
千

葉
県
連
か
ら
●
満
６０
歳
の

教
職
管
理
職
を
正
会
員
に

登
録
。福
岡
県
連
は
●「
若

者
が
い
な
い
組
織
に
は
未

来
は
な
い
」
と
、
準
会
員

勧
誘
な
ど
役
員
が「
動
く
」

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
な

ど
様
々
な
取
組
の
報
告
が

あ
り
、
協
議
と
学
び
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
男
女
協
働
に
よ
る
組
織

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
女
性
会
員
は
話
題
、

言
語
力
や
表
現
力
が
豊

か
。
子
育
て
の
経
験
か
ら

人
に
優
し
い
。
家
庭
を
守

っ
た
実
績
は
目
前
の
事
態

に
対
し
多
様
な
見
方
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
特
性
が

活
き
る
組
織
体
制
を
つ
く

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
元
教
職
の
会
員
は
男

女
協
働
の
経
験
が
豊
富

で
、
主
役
、
脇
役
と
し
て

の
男
女
の
活
躍
の
素
地
は

十
分
あ
り
ま
す
。「
困
っ

た
と
き
は
女
性
が
あ
て
に

さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
を

聞
き
ま
す
が
、
困
っ
た
時

だ
け
で
は
な
く
、
共
同
活

動
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る

体
制
づ
く
り
に
よ
り
注
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
会
員
数
の
減
少
は
日
公

連
・
退
公
連
の
財
務
に
、

組
織
の
対
外
的
な
力
に
直

接
影
響
し
ま
す
。
資
金
が

不
足
す
れ
ば
組
織
の
活
動

や
会
員
の
交
流
が
減
退

し
、
会
員
の
繋
が
り
が
希

薄
に
な
り
会
員
の
減
少
を

加
速
さ
せ
ま
す
。

　
日
公
連
で
は
、
財
務
に

関
す
る
議
論
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
会
員
及
び
役
員

の
方
々
が
痛
み
を
分
か
ち

合
っ
て
連
帯
し
、「
わ
れ

ら
の
信
条
」
の
精
神
を
体

し
て
我
が
国
の
社
会
保
障

制
度
の
永
続
と
会
員
の
納

得
の
人
生
構
築
の
た
め
の

行
動
を
よ
り
強
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
時
に
当
た
っ
て
私

た
ち
を
支
え
励
ま
し
、
行

動
に
駆
り
立
て
る
言
葉
が

あ
り
ま
す
。「
先
輩
が
い

て
今
が
あ
り
、
後
輩
が
い

て
未
来
が
あ
る
の
で
す
」

令
和
５
年
富
山
県
連
の
会

報
に
載
っ
た
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
の
中
に
現
在
の

組
織
の
課
題
解
決
の
カ
ギ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
私
た
ち
が
「
今
」
を
生

き
て
い
る
こ
と
は
、
過
去

と
未
来
を
つ
な
ぐ
仕
事
で

あ
り
、
過
去
の
何
を
未
来

に
つ
な
ぐ
か
を
選
択
す
る

役
目
を
担
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
年
金
制
度
改
正
法
案
が

６
月
１３
日
、
自
民
・
公
明

・
立
憲
民
主
の
３
党
の
賛

成
多
数
で
可
決
成
立
し
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
の
基

本
の
考
え
方
は
、「
働
き

方
や
生
き
方
、
家
族
構
成

の
多
様
化
に
対
応
す
る
」、

「
現
在
の
受
給
者
、
将
来

の
受
給
者
の
双
方
に
と
っ

て
、老
後
の
生
活
の
安
定
、

所
得
保
障
の
機
能
を
強
化

す
る
」と
い
う
も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
は
、
①
社

会
保
険
の
加
入
対
象
の
拡

大 

②
在
職
老
齢
年
金
の

見
直
し 

③
遺
族
年
金
の

見
直
し 

④
保
険
料
や
年

金
額
の
計
算
に
使
う
賃
金

の
上
限
の
引
き
上
げ 

⑤

そ
の
他
の
見
直
し
で
す
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
今

月
号
以
後
、
順
次
解
説
し

ま
す
。
そ
の
第
１
回
は
、

①
社
会
保
険
の
加
入
対
象

の
拡
大
、に
つ
い
て
で
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
短

時
間
労
働
者
な
ど
が
、
厚

生
年
金
や
健
康
保
険
に
加

入
し
、
年
金
の
増
額
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
事
項
に
つ
い
て

は
、
当
連
盟
が
、
今
回
の

年
金
改
正
に
あ
た
り
、
関

係
大
臣
並
び
に
自
民
党
に

対
し
、
緊
急
要
望
し
た
３

項
目
の
１
つ
で
す
。

　
要
望
書
に
は
、「
被
用

者
保
険
の
適
用
拡
大
を
確

実
に
実
施
し　
年
金
水
準

の
向
上
を
図
ら
れ
た
い
」

と
し
て
い
ま
す
。
既
に
、

前
回
改
正
以
降
適
用
の
拡

大
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
適
用
拡
大
が
目

標
通
り
実
施
さ
れ
れ
ば
、

最
終
的
に
は
、
８６０
万
人
が

社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
加
入
す
る
人
た
ち

の
将
来
の
年
金
給
付
が
増

額
さ
れ
、
ま
た
、
加
入
す

る
人
た
ち
が
払
う
保
険
料

が
現
在
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
た
ち
の
年
金
給
付

の
財
源
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
こ
の
８６０
万
人
と
い
う

数
字
は
、
先
般
公
表
さ
れ

た
２
０
２
４
年
の
出
生
数

６８
万
人
余
の
１２
倍
に
匹
敵

す
る
数
で
、
こ
れ
ら
の
人

た
ち
が
、
厚
生
年
金
の
支

え
る
側
に
加
わ
る
こ
と

で
、
年
金
財
政
に
好
影
響

を
も
た
ら
す
政
策
と
い
え

ま
す
。
そ
の
加
入
対
象
拡

大
の
一
つ
は
、
月
額
８．８
万

円
以
上
と
い
う
賃
金
要
件

を
撤
廃
す
る
も
の
で
す
。

現
在
は
、「
週
２０
時
間
」

働
い
て
も
月
収
が
「
８．８
万

円
」を
下
回
る
場
合
に
は
、

社
会
保
険
に
加
入
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
の
賃
金
要
件

を
撤
廃
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。月
額
８．８
万
円
は
、

時
給
に
換
算
す
る
と
、
１

千
１６
円
を
上
回
る
と
該
当

す
る
の
で
、
全
国
の
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
状
況
を

見
極
め
る
こ
と
と
し
、
法

律
の
公
布
の
日
か
ら
３
年

以
内
に
判
断
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。２
つ
目
は
、

働
く
企
業
の
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
加
入
す
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
企
業
規
模
要
件

は
、
段
階
的
に
対
象
を
拡

大
し
て
き
て
、
現
在
は
、

５１
人
以
上
の
規
模
の
企
業

に
働
く
人
が
社
会
保
険
に

加
入
し
ま
す
が
、
こ
の
要

件
を
１０
年
か
け
て
段
階
的

に
縮
小
・
撤
廃
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
短
時
間
労
働
者
が

週
２０
時
間
以
上
働
け
ば
、

勤
め
先
に
か
か
わ
ら
ず
、

社
会
保
険
に
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
３
つ

目
は
、
個
人
事
業
所
の
適

用
対
象
を
拡
大
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
法
人
組

織
と
な
っ
て
い
な
い
個
人

事
業
所
に
つ
い
て
、
現
在

は
法
律
で
定
め
る
１７
業
種

以
外
は
適
用
対
象
外
と
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改

正
で
、
適
用
対
象
を
拡
大

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
適
用
拡
大

に
よ
り
、
社
会
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
と
な
る
人
に

と
っ
て
は
、
社
会
保
険
の

保
険
料
を
会
社
が
半
分
負

担
、
ま
た
厚
生
年
金
や
健

康
保
険
の
給
付
が
さ
れ
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
く

あ
り
ま
す
。

「
先
輩
が
い
て
今
が
あ
り
、
後
輩
が
い
て

未
来
が
あ
る
の
で
す
」　
│
日
公
連
の
課
題
│

年
金
制
度
改
正
法
が
成
立
！

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

全国組織部長会（ ６月１２日）日公連会館 ３Ｆ



退職公務員会員さま向け団体傷害保険は、一般で傷害保険にご加入されるよりお得です。既に多くの会員さまに
ご利用いただいております。【保険金支払い件数 件 保険金支払い額約 百万円】 年 月～ 年 月

お申込みは下記のフリーダイヤルにご連絡ください

(代理店・扱者)
三井住友ﾄﾗｽﾄ・ﾗｲﾌﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ株式会社
職域業務推進部
東京都千代田区神田錦町3-11-1
FAX : 03-3233-6754

(引受保険会社)
三井住友海上火災保険株式会社
金融法人第二部 営業第一課
東京都千代田区神田駿河台3-11-1
TEL : 03-3259-6631

オプション補償のプラン基本補償にセットできます

00112200--221166--222266

団団体体傷傷害害保保険険
団団 体体 総総 合合 生生 活活 補補 償償 保保 険険 （（ 標標 準準 型型 ））

保険金額 保険料（年間保険料）

日常生活
の損害賠償 11億億円円 円円

携行品
の損害

3300万万円円
((免免責責金金額額
33,,000000円円))

本人型 円円

夫婦型 円円

保険金額 保険料（年間保険料）

●入入院院中中のの手手術術：  円円

●入入院院中中以以外外のの手手術術：  円円

●ケケガガでで入入院院：： 円円((11日日ああたたりり))  

●●ケケガガでで通通院院：： 円円((11日日ああたたりり))

●●ケケガガでで死死亡亡：：  万万円円

●●ケケガガにによよるる後後遺遺障障害害：

万万円円～～ 万万円円

プラン本人型（職種級別Ａ）
円円 年間

プラン夫婦型（職種級別Ａ）
円円 年間

ののごご案案内内

申込期間： 年 月 日～ 年 月 日
保険期間： 年 月 日午後 時～ 年 月 日午後 時

この保険は、こんな時に役に立ちます

階段でのケガ 自転車との接触
によるケガ

承認年月： 年 月

こちらは「団体総合生活補償保険 標準型 」の概要をご説明したものです。詳細は「団体傷害保険のご案内」パンフレットをご覧ください。

％団体割引適用 健康の告知なし ご加入年齢制限なし

第₈₈₃号 （第三種郵便物認可）団体講読年間1人２００円　個人講読年間１３００円 退　職　公　務　員　新　聞 令和₇年（₂₀₂₅年）₈月₂₅日（月）　　（₂）

○年金相談… 9月 5日㈮、24日㈬
○心の悩み相談… 9月 5日㈮、24日㈬
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

会
員
の
広
場

一
面
の
銀
世
界
の
中
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

無病息災を祈る「犬子ひょうたん」を
小学生と作る

グラウンドゴルフ大会を開催
手
打
ち
う
ど
ん
作
り

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

亡
き
夫
を
想
う
老
婦
の
歌
読
み
て

米
研
ぐ
妻
の
う
な
じ
を
見
つ
む

�

群
馬
県　
熊
澤　
峻

で
で
む
し
等
寄
り
添
ひ
て
ゐ
る
雨
上
が

り
ス
ギ
ナ
光
り
て
い
よ
い
よ
青
し

�

愛
知
県　
加
藤
ひ
ろ
美

わ
が
庭
に
黄
蝶
白
蝶
揃
い
来
て

羽
ゆ
ら
し
お
り
遊
戯
す
る
ご
と

�

兵
庫
県　
平
山　
進

爺じ
じ

婆ば
ば

の
知
恵
を
持
ち
よ
り
季
の
レ
シ

ピ
料
理
ク
ラ
ブ
に
は
し
ゃ
ぎ
声
立
つ

�

岡
山
県　
中
江
泰
三

�

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

睡
蓮
の
赤
き
花
あ
り
葉
の
蔭
に

�

茨
城
県　
前
野
平
八
郎

皆
つ
ど
い
お
神
酒
の
宴
に
蝉
時
雨

�

栃
木
県　
益
子
悟
美

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

馬
小
屋
の
開
き
黒
白
駁ぶ

ち

出
で
て

草
を
食
む
や
ら
駆
け
ま
は
る
や
ら

�

岐
阜
県　
竹
中
敏
子

打
ち
続
く
戦
火
よ
永と

久は

に
鎮
ま
り
て

無む

辜こ

な
る
民
に
幸
よ
多
か
れ

�
福
岡
県　
吉
松
利
文

歳
時
記
を
忘
れ
た
自
然
に
「
喝
！
」
を

入
れ�

愛
知
県　
小
笠
原
幸
男

孫
に
な
ら
気
前
よ
く
な
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ�

長
野
県　
白
石
幸
男

２
千
円
ポ
ッ
キ
リ
お
米
の
ゆ
め
を
み
る

�

栃
木
県　
舘
野　
博

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

山
の
背
を
這
い
蹲
ば
り
し
夏
の
雲

�

山
形
県　
上
野
直
樹

入
梅
の
真ま

ち
か近
と
な
り
て
雲
淀よ

ど

む

�

兵
庫
県　
春
井　
薫

転う
た

た
寝
す
終
着
駅
は
星
月
夜

心豊かに心豊かに

　
わ
が
富
山
県
が
掲
げ

る
施
策
の
一
つ
に
、
新

時
代
へ
の
成

長
戦
略
と
し

て
、「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
肉
体

的
に
も
精
神
的
に
も
、

そ
し
て
社
会
的
に
も
全

て
が
「
満
た
さ
れ
た
状

態
」
に
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
う
な
る
条
件
の
一
つ
と

し
て
、
日
公
連
の
唱
え
る

７
年
度
の
７
つ
の
要
望
事

項
の
具
現
化
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
特

に
、
年
金
制
度
の
改
革
で

は
、
現
在
と
将
来
の
年
金

給
付
が
高
齢
者
の
生
活

を
支
え
る
原
資
で
あ
り

続
け
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
会
員
一
人
一

人
は
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
目

指
し
、
要

望
活
動
を

含
む
支
部
活
動
に
地
道

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
改
め
て
思
っ
て
い

ま
す
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と 

　
　
退
公
連

富
山
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
代
行

喜
多
野
雄
二

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
柏
刈
支
部
で
は
平
成
２９
年
度
か
ら
「
長
寿
会
員
へ
の
鉢
花
贈
呈
」
活
動
を
、
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら

親
睦
行
事
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
退
公
連
は
年
金
を
中
心
に
社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
向
け
た
活
動
が

最
も
大
切
で
す
が
、
互
い
の
絆
を
深
め
楽
し
み
を
共
有
で
き
る
活
動
も
重
視
し
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
退
職
公
務
員
連
盟
柏
崎
市
・
刈
羽
郡
支
部
長
　
宇
佐
美
　
寛

いきいき退公連

新潟県連の巻

員
ど
う
し
が
和
気
藹
々
と
楽
し

く
活
動
す
る
こ
と
が
一
番
。
そ

れ
を
願
っ
て
の
活
動
を
紹
介
す

る
。

　
先
ず
は
会
報
の
作
成
。
会
報

は
第
４７
号
を
数
え
る
。
紙
面
に

よ
る
交
流
で
幅
広
い
年
代
の
第

２
の
人
生
が
見
え
て
学
び
に
な

る
。

　
次
に
資
金
づ
く
り
の
た
め
の

「
旨
す
ぎ
る
素
麺
」
販
売
に
加

え
て
、
山
鹿
で
流
行
っ
た
疫
病

　
山
鹿
市
は
国
指
定
伝
統
工
芸

品
の
山
鹿
灯
籠
や
国
指
定
重
要

文
化
財
の
八
千
代
座
を
は
じ

め
、
見
応
え
の
あ
る
も
の
が
揃

っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
支
部
の
現
在
の
会

員
数
は
１５３
人
。
先
輩
方
が
支
部

の
未
来
を
、
暮
ら
し
の
未
来
を

描
き
な
が
ら
活
動
を
積
み
上
げ

て
こ
ら
れ
た
こ
の
会
を
次
世
代

に
繋
い
で
い
く
こ
と
が
現
会
員

の
役
目
。
そ
の
た
め
に
は
、
会

を
鎮
め
て
く
れ
た
子
犬
を
お
守

り
に
し
た「
犬
子
ひ
ょ
う
た
ん
」

を
２００
体
、
龍
を
か
た
ど
っ
た
お

守
り
６０
体
を
作
る
。
伝
統
工
芸

の
町
ら
し
く
会
員
有
志
の
技
術

は
高
く
１
つ
と
し
て
同
じ
も
の

は
な
い
。
今
年
も「
ぎ
お
ん
祭
」

一
面
の
銀
世
界
。
カ
タ
ク

リ
の
芽
は
雪
の
下
で
し
た

長
寿
会
員
へ
の
鉢
花
贈
呈
や
親
睦
行
事
を
充
実
さ
せ

長
寿
会
員
へ
の
鉢
花
贈
呈
や
親
睦
行
事
を
充
実
さ
せ

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
支
部
運
営
を
目
指
し
て

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
支
部
運
営
を
目
指
し
て

会
員
と
事
務
局
、
二
つ
の
顔

　
　
　
　
　
会
員
に
感
謝
し
て

熊
本
県
退
職
公
務
員
連
盟
山
鹿
支
部
　
中
満
　
敬
　

が
、
春
の
息
吹
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
販
売
し
、
地
元
小
・
中
・
高

校
を
は
じ
め
、
支
部
活
動
を
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
団
体

や
個
人
に
も
お
届
け
し
た
。

　
７
月
に
は
地
元
の
小
学
生
と

犬
子
ひ
ょ
う
た
ん
を
作
る
。
こ

ど
も
達
は
私
達
よ
り
発
想
が
豊

か
で
上
手
い
。
犬
は
い
つ
し
か

色
々
な
生
き
物
に
変
身
す
る
。

　
秋
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
。
初
め
て
の
会
員
で
も
優

勝
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
が
、
優

勝
者
は
い
つ
も
８５
歳
以
上
。
ど

う
や
ら
長
く
会
員
を
続
け
な
い

旅
行
で
す
。
昨
年
度
は
世

界
遺
産
五
箇
山
合
掌
集
落

と
木
彫
の
街
井
波
と
瑞
泉

寺
を
見
学
、
寺
尾
温
泉
で

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

三
　
カ
ラ
オ
ケ

　
上
手
で
も
下
手
で
も
大

き
な
声
で
歌
う
こ
と
は
快

感
で
す
。
暑
気
払
い
や
忘

年
会
を
兼
ね
て
、
９
月
と

１２
月
に
実
施
で
す
。

四
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
３
月
３１
日
に
西
山
町
の

高
内
山（
標
高
２４６
ｍ
）を
歩

き
ま
し
た
。思
い
が
け
ず
、

一
　
鉢
花
贈
呈

　
長
寿
会
員
が
お
元
気
に

春
を
お
迎
え
い
た
だ
き
た

い
と
の
想
い
を
込
め
た
女

性
部
の
活
動
で
す
。
昨
年

度
は
２
月
末
に
、
昭
和
１３

・
１４
年
生
ま
れ
の
１２
名
の

会
員
の
方
に
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム

の
鉢
花
を
お
届
け
し
ま
し

た
。
感
謝
の
手
紙
や
メ
ー

ル
を
沢
山
頂
き
ま
し
た
。

二
　
親
睦
旅
行

　
当
支
部
の
伝
統
あ
る
行

事
で
す
。
１
泊
２
日
、
送

迎
可
能
な
宿
を
探
し
て
の

五
　
手
打
ち
う
ど
ん
作
り

　
コ
ミ
セ
ン
の
調
理
室
を

借
用
し
、
１
㎏
の
う
ど
ん

粉
で
７
～
８
人
分
の
う
ど

ん
づ
く
り
。
７
月
と
１１
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

六
　
健
康
交
流
麻
雀

　
今
年
度
か
ら
の
企
画
で

す
。
日
本
健
康
麻
将
協
会

の
ル
ー
ル
に
準
拠
し
ア
ガ

　
年
金
改
正
法
の
詳
細
解

説
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ラ

イ
ン
で
！

　
年
金
改
正
法
が
、
６
月

１３
日
、
自
民・公
明・立
憲

民
主
の
３
党
の
賛
成
多
数

で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

資
料
を
使
っ
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
ラ
イ
ン
に
図
や

表
を
多
く
使
っ
た
解
説
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
解
説

を
見
る
に
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
で
「
日
公
連
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
検
索
し

て
、「
本
部
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
是
非
ご
覧
に
な
っ

て
、
研
修
会
等
の
資
料
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

動
で
役
員
が
指
導
者
と
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
が
口
づ
て
に
地
域

の
人
々
に
伝
わ
っ
て
退
公

連
に
関
す
る
理
解
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

と
優
勝
で
き
な
い
よ
う
だ
。

　
事
務
局
を
引
き
継
い
だ

際
、
組
織
を
改
編
し
、
県
の

専
門
部
に
加
え
、
支
部
独
自

の
専
門
部
を
設
け
た
。
皆
で

分
担
す
る
こ
と
で
、
先
ず
役

員
や
理
事
の
意
識
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。
会
員
と

し
て
活
動
を
楽
し
み
な
が

ら
、
事
務
局
と
し
て
会
員
一

人
ひ
と
り
を
大
事
に
、
会
員

に
感
謝
し
な
が
ら
企
画
・
運

営
を
進
め
た
い
。

　
退
公
連
新
聞
で
は
今
月

号
か
ら
順
次
解
説
し
ま
す

が
、
今
年
度
か
ら
隔
月
発

行
と
し
た
こ
と
や
紙
面
の

制
約
も
あ
っ
て
、
図
や
表

を
使
っ
て
解
説
を
す
る
の

は
難
し
い
状
況
で
す
。
そ

こ
で
、
今
回
の
年
金
改
正

は
、
厚
生
労
働
省
の
公
表

リ
易
く
、
高
い
得
点

が
狙
え
ま
す
。
８
月

と
１
月
に
実
施
し
ま

す
。

　
当
支
部
で
は
、
役

員
の
間
で
入
会
し
て

良
か
っ
た
・
楽
し
い

と
思
え
る
行
事
や
活

動
が
大
切
で
且
つ
必

要
で
あ
る
と
話
し
合

っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
が
上
記
の
活

動
で
す
。
全
て
の
活


